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管理番号： 

．調査概要 
 

１．調査名称  
２．調査場所  
３．調査年月日  
４．調査目的 敷地内の代表される地点で下記内容の調査を行って、地盤の

硬軟締まり状況等を判断し、予定構造物の基礎設計及び施工
に関する資料を得るために実施した。 

 

５．調査内容 スウェーデン式サウンディング試験  ポイント 
 調査深度 特記事項  調査深度 特記事項 
１   ６   
２   ７   
３   ８   
４   ９   
５   10   

 

６．発注者名  
 
７．調査担当  
 
 
 
 
８．備考 

 

発注株式会社

東京都文京区小石川 1-1-17 とみん日生春日町ビル３階

03-6240-0445

応用リソースマネージメント株式会社

03-6240-0448

ORM160307

東京都文京区小石川1-1-17

応用 太郎 様邸 新築工事

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力の計算式は国土交通省 告示1113号を採用しております。
3Wsw+0.05Nsw（粘性土） 2Wsw+0.067Nsw（砂質土）

qa=30+0.6Nsw Nswが150以上の場合150とみなしております。

2017年09月08日

5.22 m

5.03 m

4.37 m

5.16 m

5.16 m
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管理番号： 

．調査場所 
 
使用地図： 
住所 ： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土地理院 淡色地図

ORM160307

東京都文京区小石川1-1-17
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ORM160307

国土地理院 淡色地図

国土地理院 旧版地形図

5.9m

東京東北部

S3.7.30

敷地の利用前歴は宅地です。

敷地の利用状況は宅地です。

4 .
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ORM160307

5 .

応用リソースマネージメント(株)が国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(土地条件)を使用した。(承認番号 平27情使、第583-2号)

土地条件図
盛土地・埋立地

完新世段丘

切土地

更新世段丘

河川・水涯線及び水面

凹地・浅い谷

砂州・砂堆・砂丘

山地斜面等

盛土地 主として低地に土を盛って造成した平坦地または傾斜地をいいます。
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管理番号： 

．調査結果考察 
 

調査の結果は、後に示す各種データ・記録に示すとおりであるが、 
ここではこの結果をふまえて考察する。 

 
①敷地概要 
 
 
 
 
 
 
②地盤状況 
注意を要する軟弱地層の存在     □有   □無 
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③考察
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管理番号： 

．調査敷地状況 
 
 

ORM160307
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管理番号： 

．スウェーデン式サウンディング試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

ORM160307

9 .

1 .  スウェーデン式サウンディング試験

2 .  スウェーデン式サウンディング柱状図一覧表

3 .  換算N値柱状図一覧表

4 .  推定断面図
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管理番号： 

 

調 査 名  測点番号  
調査場所  調査年月日  
孔口標高  最終貫入深さ  
孔内水位  天候  試 験 者  
備  考  

記 事 荷重 
Wsw 
(kN) 

半回 
転数 
(Na) 

貫入深さ 
D 

(m) 

貫入量 
L 

(cm) 

1m当りの 
半回転数 

Nsw 音感・感触 貫入状況 土質名 

推定
柱状図

荷重 
Wsw(KN)

貫入量 1m当りの
半回転数 

Nsw 

換算
N値

許容 
支持力

qa 
KN/㎡

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

使用計算式 換算 N 値計算式：  
      許容支持力計算式： 

0  0.25  0.50 0.75 1.00 50   100  150   200 250

 �����������	�
��9- 1 .

KBM

ORM160307

+0.2 m

無 0

東京都文京区小石川1-1-17

応用 太郎 様邸 新築工事 1

晴れ 応用 太郎

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。
許容支持力の計算式は国土交通省 告示1113号を採用しております。

2015年07月22日

5.22 m

0.25 0.0 0.25 25 0 0.7粘性土 －－
1.00 1.0 0.50 25 4 3.2粘性土 32.4
0.75 0.0 0.75 25 0 2.2粘性土 －－
1.00 2.0 1.00 25 8 3.4粘性土 34.8
1.00 2.0 1.25 25 8 3.4粘性土 34.8
1.00 2.0 1.50 25 8 3.4粘性土 34.8
1.00 1.0 1.75 25 4 3.2粘性土 32.4
0.75 0.0 2.00 25 0 2.2粘性土 －－
1.00 8.0 2.25 25 32 4.6粘性土 49.2
1.00 11.0 2.50 25 44 5.2粘性土 56.4
1.00 15.0 2.75 25 60 6.0粘性土 66.0
1.00 23.0 3.00 25 92 7.6粘性土 85.2
1.00 30.0 3.25 25 120 9.0粘性土 102.0
1.00 33.0 3.50 25 132 9.6粘性土 109.2
1.00 10.0 3.75 25 40 5.0粘性土 54.0
1.00 7.0 4.00 25 28 4.4粘性土 46.8
1.00 13.0 4.25 25 52 5.6粘性土 61.2
1.00 15.0 4.50 25 60 6.0粘性土 66.0
1.00 25.0 4.75 25 100 8.0粘性土 90.0
1.00 60.0 5.00 25 240 15.0粘性土 ＞ 120
1.00 84.0 5.22 22 382 22.0打撃2回 粘性土 ＞ 120
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管理番号： 

 

調 査 名  測点番号  
調査場所  調査年月日  
孔口標高  最終貫入深さ  
孔内水位  天候  試 験 者  
備  考  

記 事 荷重 
Wsw 
(kN) 

半回 
転数 
(Na) 

貫入深さ 
D 

(m) 

貫入量 
L 

(cm) 

1m当りの 
半回転数 

Nsw 音感・感触 貫入状況 土質名 

推定
柱状図

荷重 
Wsw(KN)

貫入量 1m当りの
半回転数 

Nsw 

換算
N値

許容 
支持力

qa 
KN/㎡

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

使用計算式 換算 N 値計算式：  
      許容支持力計算式： 

0  0.25  0.50 0.75 1.00 50   100  150   200 250

 �����������	�
��9- 1 .

KBM

ORM160307

+0.5 m

無 0

東京都文京区小石川1-1-17

応用 太郎 様邸 新築工事 2

晴れ 応用 太郎

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。
許容支持力の計算式は国土交通省 告示1113号を採用しております。

2015年07月22日

5.03 m

1.00 2.0 0.25 25 8 3.4粘性土 34.8
1.00 0.0 0.50 25 0 3.0粘性土 －－
0.75 0.0 0.75 25 0 2.2粘性土 －－
1.00 2.0 1.00 25 8 3.4粘性土 34.8
1.00 12.0 1.25 25 48 5.4粘性土 58.8
1.00 13.0 1.50 25 52 5.6粘性土 61.2
1.00 12.0 1.75 25 48 5.4粘性土 58.8
1.00 20.0 2.00 25 80 7.0粘性土 78.0
1.00 21.0 2.25 25 84 7.2粘性土 80.4
1.00 18.0 2.50 25 72 6.6粘性土 73.2
1.00 18.0 2.75 25 72 6.6粘性土 73.2
1.00 12.0 3.00 25 48 5.4粘性土 58.8
1.00 21.0 3.25 25 84 7.2粘性土 80.4
1.00 46.0 3.50 25 184 12.2粘性土 ＞ 120
1.00 42.0 3.75 25 168 11.4粘性土 ＞ 120
1.00 13.0 4.00 25 52 5.6粘性土 61.2
1.00 11.0 4.25 25 44 5.2粘性土 56.4
1.00 32.0 4.50 25 128 9.4粘性土 106.8
1.00 28.0 4.75 25 112 8.6粘性土 97.2
1.00 24.0 5.00 25 96 7.8粘性土 87.6
1.00 84.0 5.03 3 2800 143.0打撃2回 粘性土 ＞ 120

 �����������	�
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管理番号： 

 

調 査 名  測点番号  
調査場所  調査年月日  
孔口標高  最終貫入深さ  
孔内水位  天候  試 験 者  
備  考  

記 事 荷重 
Wsw 
(kN) 

半回 
転数 
(Na) 

貫入深さ 
D 

(m) 

貫入量 
L 

(cm) 

1m当りの 
半回転数 

Nsw 音感・感触 貫入状況 土質名 

推定
柱状図

荷重 
Wsw(KN)

貫入量 1m当りの
半回転数 

Nsw 

換算
N値

許容 
支持力

qa 
KN/㎡

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

使用計算式 換算 N 値計算式：  
      許容支持力計算式： 

0  0.25  0.50 0.75 1.00 50   100  150   200 250

 �����������	�
��9- 1 .

KBM

ORM160307

±0.00 m

無 0

東京都文京区小石川1-1-17

応用 太郎 様邸 新築工事 3

晴れ 応用 太郎

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。
許容支持力の計算式は国土交通省 告示1113号を採用しております。

2015年07月22日

4.37 m

0.25 0.0 0.25 25 0 0.7粘性土 －－
1.00 6.0 0.50 25 24 4.2粘性土 44.4
1.00 3.0 0.75 25 12 3.6粘性土 37.2
1.00 0.0 1.00 25 0 3.0粘性土 －－
1.00 8.0 1.25 25 32 4.6粘性土 49.2
1.00 7.0 1.50 25 28 4.4粘性土 46.8
1.00 7.0 1.75 25 28 4.4粘性土 46.8
1.00 10.0 2.00 25 40 5.0粘性土 54.0
1.00 12.0 2.25 25 48 5.4粘性土 58.8
1.00 10.0 2.50 25 40 5.0粘性土 54.0
1.00 10.0 2.75 25 40 5.0粘性土 54.0
1.00 14.0 3.00 25 56 5.8粘性土 63.6
1.00 19.0 3.25 25 76 6.8粘性土 75.6
1.00 61.0 3.50 25 244 15.2粘性土 ＞ 120
1.00 37.0 3.75 25 148 10.4粘性土 118.8
1.00 18.0 4.00 25 72 6.6粘性土 73.2
1.00 67.0 4.25 25 268 16.4粘性土 ＞ 120
1.00 84.0 4.37 12 700 38.0打撃2回 粘性土 ＞ 120

 �����������	�
��9- 1 .
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管理番号： 

 

調 査 名  測点番号  
調査場所  調査年月日  
孔口標高  最終貫入深さ  
孔内水位  天候  試 験 者  
備  考  

記 事 荷重 
Wsw 
(kN) 

半回 
転数 
(Na) 

貫入深さ 
D 

(m) 

貫入量 
L 

(cm) 

1m当りの 
半回転数 

Nsw 音感・感触 貫入状況 土質名 

推定
柱状図

荷重 
Wsw(KN)

貫入量 1m当りの
半回転数 

Nsw 

換算
N値

許容 
支持力

qa 
KN/㎡

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

使用計算式 換算 N 値計算式：  
      許容支持力計算式： 

0  0.25  0.50 0.75 1.00 50   100  150   200 250

 �����������	�
��9- 1 .

KBM

ORM160307

+0.3 m

無 0

東京都文京区小石川1-1-17

応用 太郎 様邸 新築工事 4

晴れ 応用 太郎

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。
許容支持力の計算式は国土交通省 告示1113号を採用しております。

2015年07月22日

5.16 m

1.00 53.0 0.25 25 212 16.2打撃2回 砂質土 ＞ 120
1.00 21.0 0.50 25 84 7.6ガリガリ 砂質土 80.4
1.00 6.0 0.75 25 24 4.2粘性土 44.4
1.00 3.0 1.00 25 12 3.6粘性土 37.2
1.00 9.0 1.25 25 36 4.8粘性土 51.6
1.00 8.0 1.50 25 32 4.6粘性土 49.2
1.00 8.0 1.75 25 32 4.6粘性土 49.2
1.00 12.0 2.00 25 48 5.4粘性土 58.8
1.00 12.0 2.25 25 48 5.4粘性土 58.8
1.00 9.0 2.50 25 36 4.8粘性土 51.6
1.00 30.0 2.75 25 120 9.0粘性土 102.0
1.00 32.0 3.00 25 128 9.4粘性土 106.8
1.00 34.0 3.25 25 136 9.8粘性土 111.6
1.00 42.0 3.50 25 168 11.4粘性土 ＞ 120
1.00 31.0 3.75 25 124 9.2粘性土 104.4
1.00 18.0 4.00 25 72 6.6粘性土 73.2
1.00 36.0 4.25 25 144 10.2粘性土 116.4
1.00 50.0 4.50 25 200 13.0粘性土 ＞ 120
1.00 53.0 4.75 25 212 13.6粘性土 ＞ 120
1.00 11.0 5.00 25 44 5.2粘性土 56.4
1.00 87.0 5.16 16 544 30.1打撃2回 粘性土 ＞ 120
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管理番号： 

 

調 査 名  測点番号  
調査場所  調査年月日  
孔口標高  最終貫入深さ  
孔内水位  天候  試 験 者  
備  考  

記 事 荷重 
Wsw 
(kN) 

半回 
転数 
(Na) 

貫入深さ 
D 

(m) 

貫入量 
L 

(cm) 

1m当りの 
半回転数 

Nsw 音感・感触 貫入状況 土質名 

推定
柱状図

荷重 
Wsw(KN)

貫入量 1m当りの
半回転数 

Nsw 

換算
N値

許容 
支持力

qa 
KN/㎡

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

                
                
                
                

使用計算式 換算 N 値計算式：  
      許容支持力計算式： 

0  0.25  0.50 0.75 1.00 50   100  150   200 250

 �����������	�
��9- 1 .

KBM

ORM160307

±0.00 m

無 0

東京都文京区小石川1-1-17

応用 太郎 様邸 新築工事 5

晴れ 応用 太郎

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。
許容支持力の計算式は国土交通省 告示1113号を採用しております。

2015年07月22日

5.16 m

1.00 16.0 0.25 25 64 6.2粘性土 68.4
1.00 14.0 0.50 25 56 5.8粘性土 63.6
1.00 2.0 0.75 25 8 3.4粘性土 34.8
1.00 2.0 1.00 25 8 3.4粘性土 34.8
1.00 3.0 1.25 25 12 3.6粘性土 37.2
1.00 5.0 1.50 25 20 4.0粘性土 42.0
1.00 10.0 1.75 25 40 5.0粘性土 54.0
1.00 12.0 2.00 25 48 5.4粘性土 58.8
1.00 17.0 2.25 25 68 6.4粘性土 70.8
1.00 22.0 2.50 25 88 7.4粘性土 82.8
1.00 14.0 2.75 25 56 5.8粘性土 63.6
1.00 11.0 3.00 25 44 5.2粘性土 56.4
1.00 17.0 3.25 25 68 6.4粘性土 70.8
1.00 31.0 3.50 25 124 9.2粘性土 104.4
1.00 22.0 3.75 25 88 7.4粘性土 82.8
1.00 28.0 4.00 25 112 8.6粘性土 97.2
1.00 43.0 4.25 25 172 11.6粘性土 ＞ 120
1.00 51.0 4.50 25 204 13.2粘性土 ＞ 120
1.00 25.0 4.75 25 100 8.0粘性土 90.0
1.00 39.0 5.00 25 156 10.8粘性土 ＞ 120
1.00 100.0 5.16 16 625 34.2打撃2回 粘性土 ＞ 120
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その他
30KN以下 30KN～60KN未満 60KN以上～90KN未満
90KN以上～120KN未満 120KN以上

 9- 4 . �����

KBM +0.20 m
1 5.22 m

KBM +0.50 m
2 5.03 m

KBM±0.00 m
3 4.37 m

KBM +0.30 m
4 5.16 m

KBM±0.00 m
5 5.16 m

30 60 90 120150
30 60 90 120150

30 60 90 120150

30 60 90 120150
30 60 90 120150
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測定点2

測定点6

測定点1

測定点4

測定点5

測定点3
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周辺状況_2

調査地全景

スクリューポイント

調査前スクリューポイント
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OYO Resources Management Co., Ltd

簡易液状化判定
液
状
化
層
の
厚
さ
H
2 （
m
）

非液状化層の厚さH1（m）

影響が大

影響が小

中

5

4

3

2

1

0
0 1 2 3 4 5

H1＝H2

液状化判定結果 出典：小規模建築物基礎設計指針（日本建築学会）

地盤調査データ

液状化とは？

左図は、過去の地震で発生した液状化被害の傾向から分析・作成
された図です。
地表面から深さ 5m までの地盤を対象に、調査地点の非液状化層
（H1）と液状化層（H2）を判断し、2 つの関係から液状化の被害
が地表面にどの程度およぶかを示しています。

水を含むゆるい砂地盤が地震で揺すられることで、液体状になってしまう現象です。
下図では、液状化による建物への影響について示しています。

地震前の地盤

軟弱砂層

地震中の地盤

不同沈下

噴砂

地震後の地盤

 砂粒子
水

普段は砂粒子が支え合っていて地盤として
安定してても、地震動を受けると…

砂粒子の支え合いがはずれていき、地盤が
ゆるんだ状態になります（ 液状化） 。同
時に、地盤中の水に強い力が加わります。

逃げ場を求めた地盤中の水が土砂とともに
地表に吹き出し、その分だけ地盤が沈下し
ます。

採用測点データ

孔内水位測定方法

土質の判定方法

：

：

：

① 非液状化層

② 液状化層

③ 孔内水位（GL-）

液状化の影響：  小

0 m

5.00 m

0.00 m

1

目視

SWS試験のロッド引抜き後の
孔に水位計を挿入して測定
（確認深度GL-5.00m）
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長期許容応力度は各測点で計算した値の最小値を採用しています。

ORM160307

有
有
有
無
無

測定データ無

測定データ無

測定データ無

測定データ無

測定データ無

12
58

26.5
35.9
32.5

1
2
3
4
5

0.45
0.75
0.25
0.55
0.25

35.3

0.25
0.25
0.25
0.25
0.25

35.3
64.8
45.9
51.5
49.5

設計GL +0.20m

設計GL +0.50m

設計GL ±0.00m

設計GL +0.30m

設計GL ±0.00m

0.938
1
1
1
1
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0.64
1、2

低い

基礎下５ｍまで
11

10.00
10.00

ORM160307

1 0.00 0.00 1.76
2 10.00 0.00 1.12
3 0.00 10.00 1.36
4 10.00 10.00 1.25
5 5.00 5.00 1.37
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東京湾の北部を北西-南東方向に延びる南西側隆起の断層．断層位置は活断層研究会（1991）による．

出典：Copyright © NTT空間情報 All Rights Reserved. GSJ,AIST活断層デ タベ スクリエイティブ・コモンズ・ライセンス表示-改変禁止2.1(http://creativecommons.org/licenses/by-nd/2.1/jp/)

出典：応用リソースマネージメント株式会社「揺れやすさマップ」 ※J-SHIS表層地盤（地盤増幅率）を基に作成
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